
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

忍辱太子譚の享受と展開 : 『直談因縁集』巻四第十
三話を中心に

森, 誠子
九州産業大学 : 准教授

https://doi.org/10.15017/2544330

出版情報：語文研究. 125, pp.30-38, 2018-06-09. 九州大学国語国文学会
バージョン：
権利関係：



― 30 ―

一
、
は
じ
め
に

父
王
の
病
を
治
す
た
め
に
両
眼
を
抜
く
と
い
っ
た
「
自
己
犠
牲
の
孝

（
注
１
）」

を
伝
え
る
代
表
的
な
説
話
の
一
つ
に
忍
辱
太
子
譚
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

釈
迦
の
本
生
譚
を
収
め
る
経
典
『
大
方
便
仏
法
恩
経
』
巻
三
「
論
議
品

第
五

（
注
２
）」
及
び
『
経
律
異
相
』
巻
三
十
一
「
忍
辱
為
父
殺
身
三
（
注
３
）」
に
見
ら

れ
る
。
金
英
順
氏
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
自
己
犠
牲
の
孝
」
に
つ

い
て
考
察
す
る
中
で
、
日
本
に
お
け
る
忍
辱
太
子
譚
の
受
容
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
る

（
注
４
）。

な
お
、
引
用
が
長
く
な
る
が
、
本
稿
に
と
っ

て
も
大
変
貴
重
な
指
摘
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
考
察
に

進
み
た
い
。

　

忍
辱
太
子
譚
は
、
日
本
で
は
、
本
生
譚
と
孝
養
譚
の
二
つ
の
系

統
に
分
け
ら
れ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
太
子
の
父
母
の
父
母

孝
養
と
、
利
他
行
の
両
面
が
協
調
さ
れ
る
特
色
を
み
せ
、
仏
の
真

実
を
体
得
す
る
本
生
譚
の
あ
る
べ
き
姿
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
本

生
譚
型
の
忍
辱
太
子
譚
の
も
う
一
つ
の
特
色
と
し
て
は
、『
説
経
才

学
抄
』
や
『
三
国
伝
記
』、『
金
玉
要
集
』
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

叙
情
的
な
文
飾
が
加
え
ら
れ
、
太
子
が
文
殊
の
過
去
と
さ
れ
た
り
、

様
々
な
変
相
を
み
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
改
変
は
、
法
会
な
ど
の
教

説
の
場
に
お
い
て
こ
の
話
が
頻
繁
に
語
ら
れ
て
い
た
過
程
を
示
す

と
み
な
せ
よ
う
。

　

一
方
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
や
『
言
泉
集
』
で
は
、
忍
辱
太
子

譚
が
本
生
譚
の
枠
組
み
か
ら
離
れ
、
報
恩
や
孝
養
に
収
束
す
る
孝

養
譚
へ
変
換
さ
れ
て
い
る
。
法
会
の
場
に
お
い
て
、
我
が
身
を
捧

森

　

誠

子

忍
辱
太
子
譚
の
享
受
と
展
開

―
『
直
談
因
縁
集
』
巻
四
第
十
三
話
を
中
心
に
―
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げ
、
父
の
命
を
助
け
る
太
子
の
自
己
犠
牲
は
、
究
極
の
〈
孝
〉
を

説
く
仏
教
説
話
と
し
て
の
意
義
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
忍
辱
太
子
譚
の
目
ぬ
き
の
自
己
犠
牲
の
〈
孝
〉
の
モ

チ
ー
フ
は
、
法
華
経
直
談
系
で
は
観
音
霊
験
譚
や
目
眼
寺
の
縁
起

と
し
て
語
ら
れ
、
本
生
譚
と
は
異
な
る
テ
ー
マ
に
再
生
し
て
語
ら

れ
、
さ
ら
に
、
浄
土
宗
系
の
『
五
重
聞
書
』
の
俱
那
羅
太
子
譚
に

も
混
交
し
て
語
ら
れ
、
孝
養
譚
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
と

考
え
る
。

天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
写
の
『
直
談
因
縁
集
』
は
、
日
光
輪
王

寺
の
天
海
蔵
に
伝
来
す
る
直
談
系
法
華
経
注
釈
書
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
法
華
経
二
十
八
品
の
順
に
従
い
な
が
ら
、
説
話
を
実
証
例
と
し
て

用
い
注
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
阿
部
泰
郎
氏
は
和
泉
書
院
版
『
直
談
因

縁
集
』「
解
題
」
の
中
で
「
本
書
生
成
の
場
で
あ
っ
た
ろ
う
天
台
寺
院
や

談
義
所
の
枠
に
止
ま
ら
ず
、
よ
り
汎
い
室
町
時
代
の
都
鄙
の
人
々
の
息

吹
に
満
ち
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
ま
た
、
聖
界
の
内
側
か
ら
の
み
覗
か
れ

た
も
の
で
な
く
、
当
時
の
世
俗
の
風
儀
や
感
性
を
豊
か
に
伝
え
る
言
葉

と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
幾
許
か
は
、
芸
能
に
も
通
ず
る
趣
き
を

も
っ
て
い
る
」
と
す
る

（
注
５
）。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
金
氏
の
御
論
を
出
発
点
に
、
忍
辱
太
子
譚
を
記

す
『
直
談
因
縁
集
』
巻
四
「
人
気
品
下
」
第
十
三
話
を
中
心
に
据
え
つ

つ
、
他
文
献
に
記
さ
れ
る
忍
辱
太
子
譚
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
中
世
後

期
か
ら
近
世
前
期
に
お
け
る
忍
辱
太
子
譚
に
纏
わ
る
言
説
展
開
の
様
相

を
、
よ
り
詳
し
く
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

二
、『
直
談
因
縁
集
』
所
収
の
忍
辱
太
子
譚
に
つ
い
て

『
直
談
因
縁
集
』
巻
四
の
第
十
三
話
で
は
、
忍
辱
太
子
譚
を
以
下
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。
な
お
本
文
は
、
私
に
書
き
下
し
、
補
っ
た
仮
名
と

訓
読
し
た
助
動
詞
は
平
仮
名
で
記
し
、
適
宜
濁
点
を
施
し
た
。

一
、
柔
軟
ト
云
ふ
に
付
き
テ
。
如
来
、
常
ニ
道
往
キ
玉
フ
ニ
モ
、

草
木
ヲ
礼
拝
シ
玉
フ
。
時
に
、
阿
難
・
迦
葉
、
不
審
ニ
思
ひ
、
問

イ
奉
る
。
仏
云
ふ
。
サ
レ
バ
、
因
縁
ア
リ
。
過
去
遠
々
ニ
、
香
首

大
王
ト
云
ふ
王
ア
リ
。
病
床
ニ
臥
す
ニ
、
種
々
ノ
薬
、
無
辺
ノ
医
、

数
ヲ
加
ふ
レ
ド
モ
、
終
ニ
此
の
病
、
治
ら
ず
。
有
る
時
、
人
来
た

り
テ
、
世
間
ノ
常
ノ
薬
ニ
ハ
非
ざ
る
、
安
き
薬
に
候
ふ
。
是
ヲ
呑

み
玉
ハ
ヾ
平
愈
セ
ン
、
ト
。
何
ト
云
ふ
ニ
、
十
三
已
上
ノ
柔
和
ナ

ル
者
ノ
両
眼
ガ
薬
な
り
。
之
を
食
セ
、
治
る
べ
し
と
云
云
。
時
に
、

尋
ぬ
る
ニ
、
十
三
迄
腹
立
セ
ざ
る
者
ハ
、
惣
ジ
テ
之
無
し
。
而
し

て
、
此
ノ
、
王
、（
脱
文
ア
ル
カ
）
十
三
に
成
り
玉
フ
。
十
三
迄
、

終
ニ
腹
立
せ
ず
。
時
に
、
太
子
、
思
し
召
ス
事
ハ
、
吾
コ
ソ
十
三
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の
太
子
ト
は
、
今
ノ
我
な
り
。
而
し
て
、
其
ノ
率
婆
（
マ
マ
）、
充
満
ノ
今

モ
、
夫
眼
前
ニ
見
ユ
ル
故
ニ
、
我
、
礼
拝
ス
、
ト
云
云
。
柔
和
ナ

ル
者
ガ
又
、
親
ニ
モ
孝
行
な
り
と
云
云
。

こ
れ
は
『
法
華
経
』「
授
学
・
無
学
人
気
品
」
に
あ
る
「
柔
軟

（
注
６
）」
に
つ

い
て
の
注
釈
で
あ
る
。
和
泉
書
院
版
『
直
談
因
縁
集
』
巻
末
に
あ
る
類

話
一
覧
に
は
、
本
話
（
以
下
、
本
話
と
い
え
ば
『
直
談
因
縁
集
』
巻
四

第
十
三
話
を
指
す
も
の
と
す
る
）
に
つ
い
て
類
話
の
指
摘
は
無
い
。
し

か
し
な
が
ら
本
話
は
、「
忍
辱
太
子
」
と
い
う
名
は
記
さ
れ
無
い
が
、
一

連
の
忍
辱
太
子
譚
の
筋
立
て
と
大
変
よ
く
似
て
い
る
。
本
話
の
内
容
に

つ
い
て
、
記
述
の
順
に
Ａ
～
Ｌ
と
し
て
記
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ　

如
来
が
草
木
に
礼
拝
す
る
の
を
、
阿
難
・
迦
葉
が
尋
ね
る
。

Ｂ　
（
香
首
）
大
王
が
病
に
臥
す
。

Ｃ　

十
三
歳
ま
で
柔
和
な
る
者
の
両
眼
が
薬
と
言
わ
れ
る
。

Ｄ　

太
子
は
十
三
歳
ま
で
腹
を
立
て
な
か
っ
た
。

Ｅ　

武
士
を
召
し
、
問
答
の
末
、
両
眼
を
抜
き
、
王
に
奉
る
。

Ｆ　

王
の
病
が
治
る
。

Ｇ　

王
が
事
実
を
質
し
て
、
ク
ル
孫
仏
に
尋
ね
る
。

Ｈ　

ク
ル
孫
仏
の
七
日
間
の
説
法
が
あ
っ
て
、
太
子
の
目
が
治
る
。

Ｉ　

太
子
が
王
位
に
就
く
。

ニ
成
る
ガ
、
今
迄
、
終
に
腹
立
せ
ず
。
親
の
為
ナ
レ
バ
、
我
両
眼

ヲ
奉
ら
ン
、
ト
云
ひ
テ
、
武モ

ノ
ヽ
フ士
ヲ
召
し
テ
、
万
事
、
我
魂
（
マ
マ
）ヲ
ヌ
キ

候
ヘ
、
ト
云
云
。
如
何
ト
申
す
ニ
、
父
ノ
病
ニ
、
十
三
迄
腹
立
せ

ざ
る
者
の
両
眼
ガ
薬
ト
成
る
由
、
聞
き
候
ふ
。
十
三
ニ
成
る
ガ
、

吾
コ
ソ
腹
立
せ
ず
と
云
云
。
時
に
、
此
の
人
、
口
惜
し
き
事
か
な
。

帝
王
の
命
、
全
う
セ
ン
ト
思
し
召
す
事
モ
、
偏
ニ
太
子
ノ
御
為
ナ

リ
。
又
、
臣
下
ヲ
始
め
、
下
位
ニ
至
り
テ
、
以
後
ハ
太
子
コ
ソ
何

ト
モ
仰
ぎ
奉
る
べ
し
、
口
惜
し
き
御
事
か
な
、
ト
頻
り
ニ
申
す
。

サ
レ
ド
モ
、
汝
、
我
が
両
眼
ヌ
カ
ズ
ン
バ
、
我
、
自
害
セ
ン
、
ト

云
云
。
時
に
、
両
眼
ヲ
ヌ
キ
、
王
ニ
奉
ル
。
是
ハ
サ
テ
モ
何
方
ヨ

リ
尋
ぬ
ル
や
、
ト
云
云
。
外
に
求
め
奉
る
と
云
云
。
之
を
食
す
ニ
、

相
違
無
く
治
り
玉
フ
。
時
に
、
サ
テ
モ
ト
、
委
し
く
尋
ぬ
。
太
子
、

何
方
□
候
ふ
、
此
の
事
顕
は
る
る
な
り
。
サ
レ
バ
、
言
語
道
断
ノ

事
、
是
如
何
、
ト
候
ヘ
ド
モ
、
力
無
し
。
其
ノ
時
代
、
ク
ル
孫
仏

ト
申
す
仏
、
世
ニ
御
座
す
。
所
詮
ハ
人
力
ノ
及
ば
ざ
る
所
な
り
。

仏
御
座
す
、
幸
な
り
、
ト
云
ひ
テ
、
仏
ニ
問
ひ
奉
る
ニ
、
心
安
く

思
し
候
ヘ
、
ト
云
ひ
テ
、
内
裏
ヘ
入
り
来
た
り
候
ひ
テ
、
七
日
説

法
ア
リ
。
時
ニ
、
太
子
ノ
両
眼
、
本
の
如
く
な
り
。
時
ニ
、
王
位
、

備
ハ
リ
玉
フ
ニ
、
柔
軟
ニ
御
座
す
る
故
、
四
海
ノ
人
民
、
安
全
、

天
下
ヲ
納
む
ル
な
り
。
而
し
て
、
父
ノ
ホ
ウ
ギ
ヨ
シ
玉
フ
時
、
太

子
、
多
く
ノ
塔
婆
ヲ
立
て
、
御
菩
提
を
訪
ひ
玉
フ
な
り
。
其
ノ
時
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Ｊ　

王
が
崩
御
し
、
太
子
が
多
く
の
卒
塔
婆
を
立
て
て
弔
う
。

Ｋ　

如
来
が
太
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
す
。

Ｌ　

柔
和
で
あ
る
こ
と
が
親
孝
行
で
あ
る
と
説
く
。

次
に
、
諸
書
に
記
さ
れ
る
忍
辱
太
子
譚
及
び
そ
の
関
連
話
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
整
理
を
し
た

（
注
７
）（
以
下
、
該
当
す
る
文
献
は
、
丸
数
字
に

て
示
す
）。

【
本
生
譚
と
し
て
】

①
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
―
四

②
名
古
屋
大
学
蔵
『
百
因
縁
集
』
十
一

③
真
福
寺
蔵
『
説
経
才
学
抄
』「
因
縁
処
」

④
『
私
聚
百
因
縁
集
』
巻
一
―
十
四

⑤
『
三
国
伝
記
』
巻
三
―
十

⑥
内
閣
文
庫
『
金
玉
要
集
』
巻
五
―
三

⑦
寛
永
刊
本
『
釈
迦
の
本
地
』

【
孝
子
譚
と
し
て
】

⑧
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』

⑨
金
沢
文
庫
『
言
泉
集
』

【
直
談
系
説
話
と
し
て
】

⑩
『
一
乗
拾
玉
抄
』
巻
八

⑪
『
鷲
林
拾
葉
鈔
』
普
門
品
五

⑫
『
法
華
経
直
談
鈔
』
二
末
序
品
四
十
七

三
、
忍
辱
太
子
譚
の
変
容

本
話
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、「
二
、」
に
示
し
た
Ａ
～
Ｌ

の
筋
立
て
と
文
献
①
～
⑫
の
記
述
内
容
と
を
比
較
し
た
も
の
を
表
に
示

し
た
。
な
お
、
本
話
と
概
ね
一
致
す
る
も
の
を
○
、
記
述
が
無
い
も
の

を
×
、
部
分
的
に
一
致
す
る
も
の
を
△
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
△

に
つ
い
て
は
、
異
な
る
内
容
が
文
献
に
よ
っ
て
区
々
の
た
め
、
詳
細
は

後
に
記
す
。
ま
た
、
便
宜
上
、
●
・
▲
・
※
１
〜
３
と
し
た
も
の
に
つ

い
て
も
、
詳
細
は
後
に
記
す
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

①

△

〇

△

△

△

〇

※
１
※
１
※
１

●

〇

△

②

△

〇

△

△

△

〇

※
１
※
１
※
１

●

〇

△

③

△

〇

△

△

△

〇

※
１
※
１
※
１

●

〇

△

④

△

〇

△

〇

△

〇

※
１
※
１
※
１

●

〇

△

⑤

△

〇

△

△

△

〇

※
１
※
１
※
１

●

〇

△

⑥

×

〇

▲

×

△

〇

※
１
※
１
※
１

●

△

×

⑦

△

〇

〇

〇

△

〇

※
１
※
１
※
１

●

〇

△

⑧

×

×

×

×

△

〇

×

×

×

×

×

×

⑨

×

△

▲

△

△

〇

×

×

×

×

×

×

⑩

△

〇

△

△

△

〇

△

△

×

※
２

×

×

⑪

△

〇

△

△

△

〇

△

△

×

※
２

×

×

⑫

△

〇

△

△

△

〇

△

△

×

※
３

×

×
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ま
ず
、
直
談
系
説
話
以
外
の
文
献
①
～
⑨
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
い

き
た
い
。
Ａ
に
つ
い
て
、
①
で
は
、
如
来
が
礼
拝
す
る

（
注
８
）理
由
を
尋
ね
た

人
物
名
と
し
て
、
阿
難
・
迦
葉
以
外
に
、
舎
利
弗
・
目
連
と
記
す
。
②
・

⑤
の
文
献
も
①
と
同
様
で
あ
る
。
阿
難
・
迦
葉
の
二
名
の
み
を
記
し
た

も
の
は
、
本
話
以
外
に
、
管
見
の
限
り
無
か
っ
た
。
次
に
、
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
の
記
述
内
容
に
つ
い
て
、
①
で
は
王
が
病
に
な
っ
た
と
き
の
年
齢
、

そ
し
て
、
両
眼
及
び
骨
髄
を
抜
い
た
年
齢
を
「
十
余
才
」
と
し
、
特
定

の
年
齢
を
記
し
て
い
な
い
。
加
え
て
、
そ
の
太
子
の
死
に
対
し
て
、
母

后
が
悲
し
ん
で
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
⑥
以
外
の
文

献
に
は
同
様
に
見
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
の
だ
が
、
本
話
に
母
后
は
登
場

し
な
い
。
加
え
て
、
懐
妊
祈
願
の
末
に
母
后
が
太
子
を
身
籠
っ
た
と
す

る
記
述
も
、
③
⑥
⑧
⑨
以
外
の
文
献
に
は
記
さ
れ
る
が
、
本
話
に
は
無

い
。
さ
ら
に
、
Ｄ
・
Ｅ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
①
で
は
、
父
の
病
を
治
す

た
め
に
は
、「
生
じ
て
よ
り
以
来
、
露
許
も
瞋
恚
を
不
発
人
の
眼
及
び
骨

髄
を
和
合
し
て
付
け
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
②
③
⑤
も
同
様
に
、
両
眼

及
び
骨
髄
が
父
王
の
病
に
効
く
と
い
う
こ
と
で
、
太
子
は
父
の
た
め
に

犠
牲
に
な
っ
た
と
す
る
。
な
お
、
⑥
の
▲
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
父
王

の
病
を
治
す
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
肝
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
、
太
子
が

我
が
肝
を
さ
さ
げ
た
と
す
る
。
父
王
の
た
め
に
捧
げ
た
も
の
が
、
先
述

の
「
目
と
骨
髄
」
に
対
し
、
⑥
は
「
肝
」
と
差
異
が
大
き
い
た
め
▲
と

し
て
記
し
た
。
ま
た
、
⑨
で
は
「
人
ノ
肉
」
と
あ
り
具
体
的
な
部
分
は

記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
⑥
同
様
▲
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
話
と

同
様
に
、
父
王
の
病
を
治
す
た
め
に
「
目
」
を
抜
い
た
と
す
る
も
の
は

⑦
の
み
で
あ
る
。
ち
な
み
に
④
と
⑦
は
、
王
が
病
と
な
っ
た
年
齢
を
十

三
歳
と
す
る
が
、
④
は
①
②
③
⑤
同
様
、
父
王
の
病
を
治
す
た
め
に
「
眼

と
骨
髄
」
を
抜
い
た
と
す
る
。
な
お
、
③
は
、
そ
の
年
齢
を
十
五
歳
と

し
て
い
る
。
以
上
の
結
果
か
ら
、『
直
談
因
縁
集
』
に
最
も
近
い
筋
立
て

で
あ
る
の
は
⑦
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
病
が
癒
え
た
後
の
父
王
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
記
す

①
～
⑦
と
本
話
と
で
は
、
大
き
く
異
な
る
点
が
あ
る
。
①
～
⑦
で
は
概

ね
、
父
王
の
病
の
た
め
に
太
子
は
我
が
身
を
犠
牲
に
し
て
命
を
落
と
し

た
。
結
果
、
治
癒
し
た
父
王
は
、
太
子
の
供
養
の
た
め
に
卒
塔
婆
を
建

立
し
た
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
本
話
で
は
、
太
子
は
盲
目
と
な
る
だ
け

で
命
は
落
と
さ
な
い
。
そ
う
し
て
、
父
王
の
死
後
、
父
王
の
供
養
の
た

め
、
卒
塔
婆
を
建
立
し
た
と
す
る
。
先
ほ
ど
同
様
、
大
き
な
差
異
で
あ

る
た
め
、
表
中
の
①
～
⑦
の
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｉ
の
欄
に
※
１
と
し
、
ま
た
卒

塔
婆
の
建
立
に
つ
い
て
は
、
●
と
し
て
記
し
た
。
な
お
、
⑧
⑨
は
、
卒

塔
婆
建
立
に
関
す
る
記
述
は
無
い
。

次
に
直
談
系
説
話
⑩
～
⑫
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
忍
辱
太
子

の
説
話
と
せ
ず
、
⑩
・
⑪
は
楊
柳
観
音
の
霊
験
譚
、
⑫
は
目
眼
寺
の
由

来
を
説
く
説
話
と
な
っ
て
い
る
。
例
と
し
て
⑩
の
該
当
本
文
を
掲
げ
る
。

な
お
、
本
文
は
私
に
翻
刻
し
、
適
宜
読
点
を
補
っ
た
。
ま
た
、
判
読
不
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能
の
文
字
に
つ
い
て
は
■
と
し
た
（
注
９
）。

一
つ
、
楊
柳
観
音
ノ
因
縁
の
事
、
玄
奘
三
蔵
渡
天
ノ
時
、
三
百
六

十
ヶ
国
斗
廻
リ
テ
、
有
ル
堂
ニ
参
ル
ニ
、
本
尊
ハ
右
ニ
ハ
楊
ノ
枝

ニ
目
ヲ
二
開
ケ
テ
、
左
ノ
手
ヲ
バ
施
無
畏
ノ
印
ヲ
作
シ
テ
、
立
玉

フ
、
カ
ヽ
ル
処
ニ
老
僧
、
鹿
杖
ニ
ス
ガ
リ
テ
来
玉
フ
、
此
由
ヲ
問

ヘ
バ
、
■
玉
フ
様
ハ
、
此
国
ノ
王
、
御
悩
ノ
時
、
薬
師
申
様
ハ
、

十
五
ニ
成
マ
デ
親
ヲ
不
眦
一
、
腹
ヲ
不
ル
立
一
、
人
ノ
目
ノ
玉
ヲ
以

テ
、
薬
ヲ
合
テ
、
可
奉
一
云
テ
、
諸
国
ニ
札
ヲ
立
テ
尋
ル
ニ
無
、
此

ノ
王
ノ
太
子
一
人
御
座
ス
ガ
、
宣
フ
様
ハ
、
我
コ
ソ
十
五
ニ
成
ガ

未
ダ
親
ヲ
モ
眦
一
、
腹
ヲ
モ
不
ル
立
一
間
、
我
ガ
目
ヲ
抜
テ
薬
ト
セ

ン
ト
宣
フ
、
軈
テ
抜
テ
薬
ト
ス
ル
也
、
王
忽
ニ
平
愈
ス
、
サ
テ
太

子
ヲ
バ
何
ガ
セ
ン
ト
歎
時
、
天
ニ
告
テ
云
、
法
花
ハ
五
眼
具
■
ノ

経
ナ
レ
バ
法
花
ヲ
可
ト
読
一
云
、
王
七
日
法
花
ヲ
読
誦
ア
ル
ニ
、
老

僧
一
人
、
王
ノ
枕
本
ニ
立
寄
テ
、
柳
ノ
枝
ニ
目
二
開
ル
ヲ
以
テ
、

王
子
ノ
目
ヘ
副
玉
ハ
ヾ
、
可
ト
如
ナ
ル
本
ノ
一
、
■
テ
失
ン
、
夢
覚

テ
枕
本
ヲ
見
バ
、
柳
ノ
枝
有
、
是
ヲ
取
テ
副
ケ
レ
バ
、
王
子
ノ
目
、

如
本
ノ一
也
、
観
音
法
花
一
躰
ノ
故
也

話
の
骨
格
は
、
本
生
譚
及
び
孝
子
譚
と
し
て
記
さ
れ
る
①
～
⑨
の
忍
辱

太
子
譚
と
も
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら

直
談
系
説
話
⑩
～
⑫
で
は
、
太
子
は
父
王
の
病
の
治
癒
の
た
め
に
目
を

抜
く
も
の
の
死
に
は
至
ら
ず
、
後
に
観
音
の
霊
験
に
よ
り
目
が
元
通
り

に
な
る
と
い
う
点
が
、
①
～
⑨
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、

本
話
も
ま
た
、
⑩
～
⑫
と
同
様
の
展
開
を
記
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
⑩
⑪
で
は
太
子
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
語
り
手

が
玄
弉
三
蔵
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
本
話
や
、
ま
た
①
～
⑨
の
忍
辱
太

子
譚
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
表
中
に
※
２
と
し
て
示
し
た

が
、
⑨
⑩
で
は
卒
塔
婆
の
由
来
に
つ
い
て
楊
柳
観
音
の
霊
験
譚
と
し
、

※
３
と
し
た
⑪
で
は
、
目
眼
寺
の
由
来
を
説
く
話
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
も
、
本
話
や
①
～
⑨
の
忍
辱
太
子
譚
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
父
王
の
病
の
た
め
に
目
を
抜
く
話
と
し
て
は
、
ク
ナ
ラ
太

子
の
話
も
想
起
さ
れ
よ
う
。
ク
ナ
ラ
太
子
の
目
抜
き
譚
に
つ
い
て
は
、

金
英
順
氏
の
先
述
の
御
論
と
は
別
の
詳
し
い
考
察
が
あ
る（

（注

（
注

。
ク
ナ
ラ
太

子
の
場
合
、
目
を
抜
く
に
至
る
経
緯
は
、
病
に
か
か
っ
た
父
が
太
子
に

王
位
を
継
承
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
継
母
に
よ
る
偽
宣

旨
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
り
、
太
子
へ
の
恋
慕
を
拒
絶
さ
れ
た
母
が

恨
み
か
ら
父
の
病
を
利
用
し
た
り
、
そ
の
中
に
は
、
父
は
病
で
は
な
い

の
に
太
子
を
憎
む
継
母
が
父
に
よ
る
宣
旨
と
偽
っ
て
目
を
抜
く
よ
う
仕

向
け
た
り
、
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
ク
ナ
ラ
太
子
が
目
を
抜
く

話
の
中
に
は
、
父
に
対
す
る
孝
行
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
が
無
く
、
継
母

の
讒
言
等
に
よ
り
抜
い
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
忍
辱
太
子
と
ク
ナ
ラ
太
子
と
で
は
、
父
王
の
后
の
立

ち
位
置
や
役
回
り
が
大
き
く
異
な
る
が
、
ど
ち
ら
も
、
物
語
上
強
い
印

象
を
与
え
る
存
在
と
し
て
后
が
登
場
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
話
に

は
、
そ
う
し
た
女
性
の
登
場
が
見
ら
れ
な
い
の
も
特
徴
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
本
話
と
最
も
近
い
筋
立
て
で
あ
る
の
は
⑦
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
直
談
系
説
話
で
あ
る
本
話
と
、
現

在
お
伽
草
子
に
分
類
さ
れ
る
⑦
と
で
は
、
表
現
面
や
語
り
口
、
ま
た
語

ら
れ
る
場
が
異
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
言
説
が
同
一
の
土
壌

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、「
柔
和
忍
辱
」
に
つ
い
て

最
後
に
、
忍
辱
太
子
の
話
が
、
な
ぜ
『
法
華
経
』「
授
学
・
無
学
人
気

品
」
に
あ
る
「
柔
軟
」
の
注
釈
と
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
か
考
え
た
い
。

『
法
華
経
』
の
「
法
師
品
」
に
は
、「
如
来
衣
者
、
柔
和
忍
辱
心
是
」
と

い
う
句
が
あ
る
。
こ
の
句
か
ら
出
た
「
柔
和
忍
辱
」
及
び
「
柔
和
忍
辱

衣
」
と
い
う
表
現
は
、『
直
談
因
縁
集
』
所
収
話
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ

る
、『
三
国
伝
記
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』、
ま
た
『
太
平
記
』
と
い
っ
た

文
献
に
見
ら
れ
る（

（注

（
注

。

『
三
国
伝
記
』
巻
七
―
二
十
五

抜
苦
与
楽
の
御
ン
身
ニ
ハ
黄
金
ノ
光
照
耀
シ
、
柔
和
忍
辱
ノ
御
ン

眼
ニ
ハ
青
蓮
ノ
色
分
明
ニ
シ
テ

『
源
平
盛
衰
記
』
巻
九
「
康
頼
熊
野
詣
」

調
二
戒
律
乗
急
之
心
一
、
重
二
柔
和
忍
辱
之
衣
一
、

『
太
平
記
』
巻
十
二
「
公
家
一
統
政
道
の
事
」

そ
の
摂
受
と
云
ふ
は
、
柔
和
忍
辱
の
貌
と
な
っ
て
慈
悲
を
先
と
し
、

ま
た
、
渋
川
版
『
御
伽
草
子
』
の
一
つ
『
猫
の
草
子
』
に
も
「
い
か
な

る
柔
和
忍
辱
の
阿
闍
梨
な
り
共
、
命
を
た
ち
た
き
こ
と
勿
論
也
」
と
あ

る
（
（注

（
注

。
以
上
は
、『
直
談
因
縁
集
』
と
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
散
文
を
中
心
に

確
認
し
て
き
た
が（

（注

（
注

、『
法
華
経
』「
法
師
品
」
か
ら
出
た
「
柔
和
忍
辱
」

及
び
「
柔
和
忍
辱
衣
」
と
い
う
表
現
が
、『
直
談
因
縁
集
』
を
含
む
説
話

生
成
の
場
に
お
い
て
も
広
く
浸
透
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。

す
な
わ
ち
、『
法
華
経
』
か
ら
出
た
こ
の
句
の
広
ま
り
が
、
本
話
に
お

い
て
は
、「
柔
軟
」
の
注
釈
で
あ
り
な
が
ら
「
柔
和
」
に
引
き
ず
ら
れ
、

忍
辱
太
子
譚
と
交
渉
し
な
が
ら
直
談
の
場
で
語
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
、
お
わ
り
に

『
直
談
因
縁
集
』
巻
四
「
人
気
品
下
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
本
話
を
中
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心
に
据
え
な
が
ら
、
父
の
孝
行
の
た
め
に
目
を
抜
く
話
、
そ
の
中
で
は

特
に
、
忍
辱
太
子
譚
及
び
そ
れ
に
近
し
い
筋
書
を
持
つ
直
談
系
説
話
を

広
く
見
渡
し
比
較
を
行
い
な
が
ら
、
生
成
の
基
底
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
や

言
説
の
享
受
・
展
開
に
つ
い
て
、
そ
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
。

結
果
、
本
話
と
⑦
の
お
伽
草
子
『
釈
迦
の
本
地
』
と
で
は
、
成
立
に
至

る
事
情
や
目
的
が
異
な
る
た
め
、
表
現
面
や
語
り
口
に
お
い
て
大
き
な

違
い
が
み
ら
れ
る
が（

（注

（
注

、
筋
書
と
し
て
は
、
本
話
と
⑦
は
最
も
近
し
い
関

係
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
『
法
華
経
』
の
句

か
ら
出
た
「
柔
和
忍
辱
」
と
い
う
表
現
の
多
用
・
浸
透
が
、
本
話
が
「
柔

軟
」
の
注
釈
と
し
て
、
よ
り
忍
辱
太
子
譚
に
近
い
か
た
ち
で
記
さ
れ
た

背
景
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
眼
を
抜
い
て
も
命
は
落
と
さ
ず
、

ク
ル
孫
仏
の
七
日
間
の
説
法
に
よ
っ
て
両
眼
が
回
復
す
る
と
い
う
も
う

一
つ
重
要
な
筋
書
は
、
忍
辱
太
子
譚
か
ら
は
見
い
だ
せ
ず
、
こ
れ
は
、

法
華
経
直
談
の
場
で
享
受
さ
れ
て
き
た
楊
柳
観
音
の
霊
験
譚
等
の
影
響

を
受
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

太
子
が
自
ら
目
を
抜
く
と
い
う
自
己
犠
牲
の
描
か
れ
方
や
そ
の
言
説

は
、
盲
僧
の
始
祖
伝
承
や
縁
起
に
も
見
ら
れ
、
重
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
の

関
連
性
も
見
過
ご
せ
な
い
。
中
世
後
期
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
て
、
ど

の
よ
う
な
言
説
が
展
開
さ
れ
共
有
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
土
壌
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
今
後
詳
し
い
考
察
を
重
ね
て
ゆ
き
た
い
。

注

注
1	

金
英
順
「
東
ア
ジ
ア
の
孝
子
説
話
に
み
る
自
己
犠
牲
の
〈
孝
〉
―
忍
辱

太
子
譚
を
中
心
に
―
」『
仏
教
文
学
』
三
十
二
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
に

よ
る
。

注
2	

Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
。

注
3	

Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
。

注
4	

引
用
は
注
（
１
）
に
同
じ
。

注
5	

廣
田
哲
通
・
阿
部
泰
郎
・
田
中
貴
子
・
小
林
直
樹
『
日
光
天
海
蔵
直
談
因

縁
集 

翻
刻
と
索
引
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
八
年
に
よ
る
。
以
下
、
引
用
本

文
も
同
じ
。

注
6	

『
法
華
経
』
の
本
文
は
、
岩
波
文
庫
本
。
及
び
中
田
祝
夫
編
『
足
利
本
仮

名
書
法
華
経
』
勉
誠
社
、
一
九
七
四
年
を
確
認
し
た
が
、
差
異
は
無
い
。

注
7	

比
較
に
用
い
た
文
献
は
、
以
下
の
通
り
。
①
『
今
昔
物
語
集
』（
新
日
本

古
典
文
学
大
系
）、
②
『
百
因
縁
集
』（
名
古
屋
大
学
電
子
化
資
料
「
古
典

籍
内
容
記
述
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」）、
③
『
説
経
才
学
抄
』（〈
第
Ⅱ
期
〉
真

福
寺
善
本
叢
刊
第
三
巻
『
説
経
才
学
抄
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）、
④

『
私
聚
百
因
縁
集
』（
大
日
本
佛
教
全
書
）、
⑤
『
三
国
伝
記
』（
中
世
の
文

学
『
三
国
伝
記
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
六
年
）、
⑥
『
金
玉
要
集
』（
磯

馴
帖
刊
行
会
編
『
磯
馴
帖 

村
雨
編
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）、
⑦
『
釈

迦
の
本
地
』（
室
町
時
代
物
語
大
成
）、
⑧
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』（
中
田

祝
夫
解
説
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
勉
誠
社
文
庫
、
一
九
七
六
年
）、
⑨
『
言

泉
集
』（
貴
重
古
典
籍
叢
刊
６
『
安
居
院
唱
導
集 

上
巻
』
角
川
書
店
、
一

九
七
三
年
）、
⑩
『
一
乗
拾
玉
抄
』（
中
野
真
麻
里
『
一
乗
拾
玉
抄 

影
印
』

臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）、
⑪
『
鷲
林
拾
葉
鈔
』（
日
本
大
蔵
経
編
纂
会

編
『
日
本
大
蔵
経 

第
三
十
巻
』
講
談
社
、
一
九
七
四
年
）、
⑫
『
法
華
経

直
談
鈔
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
）

注
8	

他
の
文
献
で
は
、
如
来
は
卒
塔
婆
に
礼
拝
す
る
の
だ
が
、『
直
談
因
縁
集
』
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の
み
、「
草
木
」
に
礼
拝
し
て
い
た
と
記
す
。
単
な
る
誤
写
で
あ
る
の
か
、

意
図
的
改
変
の
跡
で
あ
る
の
か
は
不
明
の
た
め
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、

複
数
の
文
献
で
、
卒
塔
婆
が
陀
羅
樹
な
ど
の
木
の
下
に
あ
っ
た
と
す
る
記

述
は
着
目
さ
れ
る
。

注
9	

中
野
真
麻
里
『
一
乗
拾
玉
抄 

影
印
』
六
九
四
～
六
九
五
頁
。

注
10	

金
英
順
「
東
ア
ジ
ア
の
孝
子
説
話
に
み
る
継
子
の
目
抜
き
と
盲
目
開
眼
―

ク
ナ
ラ
太
子
譚
を
中
心
に
―
」『
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
１　

漢
文
文
化

圏
の
説
話
世
界
』
小
峯
和
明
編
、
竹
林
舎
、
二
〇
一
〇
年
四
月

注
11	

引
用
本
文
は
、
以
下
の
通
り
。『
三
国
伝
記
』（
中
世
の
文
学
『
三
国
伝
記
』

三
弥
井
書
店
、
一
九
七
六
年
）『
源
平
盛
衰
記
』（
中
世
の
文
学
『
源
平
盛

衰
記
（
二
）』
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
三
年
）『
太
平
記
』（
岩
波
文
庫
本
）。

な
お
『
太
平
記
』
本
文
は
、
古
態
本
系
統
で
あ
る
西
源
院
本
を
底
本
に
し

た
岩
波
文
庫
本
を
用
い
た
が
、
当
該
部
分
に
つ
い
て
は
古
態
本
系
統
と
流

布
本
系
統
の
間
に
差
異
は
な
い
。

注
12	

引
用
本
文
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

注
13	

他
、
歌
題
に
な
っ
た
例
も
あ
る
。『
続
拾
遺
和
歌
集
』
巻
十
九
「
釈
教
」
一

三
五
二
番
歌
の
詞
書
に
も
「
柔
和
忍
辱
衣
」
と
あ
る
（
辛
島
正
雄
氏
御
教

示
）。

注
14	

例
え
ば
『
釈
迦
の
本
地
』
で
は
、
説
話
冒
頭
は
「
か
く
て
、
佛
か
へ
ら
せ

給
ふ
に
、
ひ
か
う
國
に
、
ゆ
せ
ん
だ
ら
し
ゆ
の
も
と
に
、
そ
と
ば
有
、
佛
、

そ
の
木
の
も
と
に
、
ま
し
〳
〵
給
ひ
て
、
そ
と
は
を
、
お
か
み
給
ふ
」
と

始
ま
り
、
説
話
末
尾
は
「
此
そ
と
は
の
、
く
ど
く
に
よ
つ
て
、
い
ま
正
覚

な
つ
て
、
十
方
衆
生
を
、
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
、
さ
い
ど
す
る
事
也
、
此
ゆ

へ
に
、
過
去
の
恩
徳
を
思
へ
は
、
か
た
し
け
な
さ
に
、
ね
ん
こ
ろ
に
、
お

か
む
な
り
と
、
の
給
へ
は
ぼ
さ
つ
、
し
や
う
じ
ゆ
た
ち
、
是
を
う
け
給
は

つ
て
、
お
が
み
給
ひ
け
り
」
と
終
わ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
伝
承
文
学
研
究
会
第
四
三
六
回
東
京
例
会
（
二
〇
一
六
年
十

一
月
、
於
学
習
院
女
子
大
学
）
に
て
担
当
し
た
輪
講
を
も
と
に
成
し
た
も

の
で
あ
る
。
席
上
等
に
お
い
て
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
も
り　

さ
と
こ
・
九
州
産
業
大
学
准
教
授
）




